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 要 旨 
目的： 
先行研究では、異なる種類のアルコール飲料が循環器疾患に保護的に働くかどうかを評

価し、ワインでは飲酒量と血管疾患に J 型の関連が報告されたが、同様の関連はビールや

蒸留酒では確立されていない。そこで、ワイン、ビール、蒸留酒の飲酒量と血管疾患の関

連について最新のメタ分析を実施した。 
方法： 
 メタ分析に採用する文献は PubMed および EMBASE を用いて 2011 年 3 月に検索した。

重み付き最小二乗回帰分析を用いて、各研究から得たアルコール飲料と血管疾患リスクの

推定値を統合した。統合用量反応曲線から得た‘‘maximal protection’’と‘‘reversion point’’を
推定値としてデータの評価に用いた。 
結果： 
 16 編の研究からワイン摂取と血管疾患リスクが J 型の関連を示すことを確認し、

maximal protection は 21g/日のアルコール摂取で平均 31%（95%信頼区間 19-42%）だっ

た。同様に 13 編の研究からビールでも J 型の関連を認め、maximal protection は 43g/日
のアルコール摂取で平均 42%（95%信頼区間 19-58%）だった。12 編の研究からはワイン

とビールの摂取について分けて報告されており、ほぼ重なる用量依存性のカーブが得られ、

maximal protection は 25g/日のアルコール摂取で平均 33%だった。 
結論： 
 本メタ分析では、ワイン摂取と血管疾患リスクの J 型の関連を確認し、またビールと血

管疾患リスクでも同様の関連を初めて報告したものである。しかし、蒸留酒と血管疾患リ

スクでは、J 型の関連は認めなかった。 

 




